
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城教育大学附属特別支援学校                    令和５年６月３０日(金) No.４ 

教育目標 
１ 児童生徒一人一人の発達に応じた適切な教育を行い，心身の調和的な発達を図ります。 

２ 社会の一員として，心豊かでたくましく生きる力を身に付けた子供の育成を目指します。 

TEL  022-214-3353   FAX  022-214-3362   

  E-mail ： tokushi@tokushi.miyakyo-u.ac.jp  URL ： https:// tokushi.miyakyo-u.ac.jp      

学校だより 

学校のよさに太鼓判！ 

６月６日に高等部学校見学会、７日に小中学部学校見学会を本校体育館 

にて実施しました。今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し 

たことを受け、参加対象に制限を設けず行いました。小学校５年生や中学校１、２年生の参加も多く、本校

の教育活動への興味関心の高さがうかがえました。また、今年は、小中学部の見学会では、本校に入学して 

からのお子様の成長やＰＴＡ活動の取組等、保護者の方の声

を事前に録画したもので紹介したり、高等部や青葉山コーポ

レーションの役員の児童生徒が、就業体験のことやＡＢＣの

活動について説明したりしました。何より、本校の児童生徒

や保護者の方からの「附特で一緒に学び、楽しみましょう」

という直接のメッセージは、本校の魅力やよさに更に太鼓判

を押して参加者に伝えることとなり、参加者からも「来てよ

かった」という感想をいただきました。 

みんなの力を合わせて、ＦＵＴＯＫＵの魅力発信中！ 

６月は、学外の方が来校する行事が続き、本校の魅力、児童生徒の輝きを発信する機会が多い月でした。

その中で、２つの行事を紹介します。 

生で伝える子供の姿、教師の声 

６月２日（金）、公開研究会を実施いたしました。今年は３年ぶりに来校型で開催でき、

事前の環境整備、当日の駐車場整理や受付等、行事協力委員会の皆様を中心にＰＴＡの 

ご協力もいただきました。当日は、「『個別最適な学び』の実現を目指して」取り組んでいる研究２年次の成果

として、本校独自で作成したデータベースを活用した授業づくりについて発表し、特に、データベースについ

て多くの参加者から高評を得ました。今後は参加者の方との意見交換から得られたことを参考にし、データ

ベースの改良を図り、授業づくりの活用から更なる可能性を探っていきたいと思います。まずは個別の指導計

画や通知表の作成におい 

て活用し、児童生徒一人 

一人の学習のねらいと評 

価を、より分かりすく、 

保護者の皆様にお伝えで 

きることを目指しており 

ます。 中学部 研究授業の様子 ポスター発表の様子 

（文責 菅原 しのぶ）） 

 

高等部就業体験について発表する様子 


